１　埋蔵文化財発掘調査実績書（必須）
氏名（　　　  　　　　　）
	調査遺跡名
	遺跡所在地
	調査組織名等
	職名等
	従事期間

	記載例）
○○遺跡
△△古墳　
	記載例）
鳥取県米子市

	記載例）
米子市教育委員会
○○○大学　
	記載例）
調査員
調査補助員
	記載例）
○年△月～○年□月
□年○月～□年○月

	①
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	

	担　　当　　業　　務　　内　　容　　等（上記番号に対応）

	記載例１）　調査員として、現場指揮・管理、遺構検出・発掘、遺構実測・測量、遺構写真撮影を担当。整理作業では遺物接合・復元、遺物実測、遺物写真撮影、図面トレース、発掘調査報告書原稿執筆、編集を担当。
記載例２）　大学の考古学実習として、発掘調査を経験する。２年次は、教授、院生の指導のもと、表土剥ぎ、遺構検出を実習。３年次には、現場を主体的に進め、遺構実測、出土遺物実測を行い、４年次には、関係する発掘調査報告書の第○章を執筆した。

	
①

	

	
②
	

	
③
	

	
④
	

	
⑤
	


※ 大学での考古学実習なども含みます。
※ 一つの遺跡での発掘調査従事期間が複数の場合は、従事期間を複数記入してください。
※ ５件以内（時期不問）でお願いします。複数枚にわたっても構いません。

２　研究論文等執筆又は学会・研究会等発表実績書（該当がある場合のみ）
氏名（　　　  　　　　　）
	論文掲載誌名等　又は
発表学会・研究会名等
	研究論文名又は発表テーマ等
	発行年月又は
発表年月

	記載例）
○○研究　第△巻□号
□□□□研究会
	記載例）
○○における△△の研究
□□土器の編年について
	記載例）
○○年△月

	①
	
	
	

	②
	
	
	

	③
	
	
	

	④
	
	
	

	⑤
	
	
	

	研究論文又は研究発表の要旨（上記番号に対応）
（今後予定の卒業論文の場合は、研究方法、想定される結論等でも可）

	記載例）○○廃寺出土瓦の分類を行い、△△式軒丸瓦の第□類の出土量が多いことから、創建時の瓦と位置づけ、○○廃寺の創建時期を○世紀第４四半期頃と想定した。さらに、そこから導かれる○○氏が廃寺を建立したと推定した。

	①
	

	②
	

	③
	

	④
	

	⑤
	


※ 発表時期は問いません。５件以内でお願いします。複数枚にわたっても構いません。
※ 研究論文は、掲載誌名と論文名・執筆者名がわかる部分（掲載誌の表紙、目次等）の写しを添付してください。（共同執筆も可、分担箇所を明記のこと）
※ 学会・研究会等での発表については、資料等の発表内容のわかる部分（資料の目次等）の写しを添付してください。（資料すべての写しは不要）
※ 大学での卒業、修士論文も含みます。また、現在、学生の方の場合、今後予定している卒業、修士論文でも可とし、発表年月は提出予定日を記入してください。なお、大学での卒業、修士論文の場合、論文掲載誌名等の欄は記入不要です。
